
帝京大学宇都宮キャンパス卒業生アンケート（理工・地域）集計結果 

アンケート実施期間：2022年 8月 1日～8月 31日 

アンケート対象者：2019年 9月・2020年 3月卒業生（大学院修了生は除く） 

アンケート実施形式：卒業時保護者住所に案内発送、QR コード読取WEB回答（記名任意） 

アンケート発送数：193件（宛先不明戻り 14件） 

アンケート閲覧数：25件 

アンケート回答数：20件（回答率 11.2％：20件/179件） 

 

Q1 性別を選択してください。 

□男性（18名）  □女性（2名）  □無回答（0名） 

 

Q2 所属学部学科を選択してください。 

□理工学部 機械・精密システム工学科（4名）   □理工学部 航空宇宙工学科（2名）  

□理工学部 情報電子工学科（2名）   □理工学部 ヒューマン情報システム学科（1名） 

□理工学部 バイオサイエンス学科（3名）   □経済学部 地域経済学科（8名）    

 

Q3 卒業後の進路(就職・進学等)について総合的にどのくらい満足していますか。 

□満足（7名） □やや満足（4名） □どちらともいえない（7名） □やや不満（1名） □不満（1名） 

 

Q4 卒業後の進路から現在の職業が変わっていますか。 

□変わっている（4名） □変わらない（16名） 

 

Q5 今後も現在の職場で働き続けたい(現在の仕事を続けたい)と思いますか。 

□続けたい（8名） □やや続けたい（5名） □どちらともいえない（6名） □あまり続けたくない（1名）  

□続けたくない（0名）  

 

Q6 卒業された学部・学科の教育内容に満足しましたか。 

□満足（8名） □やや満足（9名） □どちらともいえない（3名） □やや不満（0名） □不満（0名） 

 

Q7 教職員の支援に満足しましたか。 

□満足（6名） □やや満足（11名） □どちらともいえない（3名） □やや不満（0名） □不満（0名） 

 

Q8 卒業された学部・学科で学んだことや経験が、現在の仕事に役に立っていますか。 

□非常にそう思う（5名） □ある程度そう思う（7名） □どちらともいえない（3名） □あまりそう思わない（1名） 

□全くそう思わない（4名） 

 

Q9 卒業された学部・学科で学んだことや経験が、仕事以外の日常生活で役に立っていますか。 

□非常にそう思う（4名） □ある程度そう思う（6名） □どちらともいえない（5名） □あまりそう思わない（4名） 

□全くそう思わない（1名） 

 



 

Q10 仕事や日常生活で役に立っている「科目名」や「専門分野」を教えてください（記述式） 

＜機械・精密システム工学科＞ 

・製品の形状を考えるうえで CADソフトの習熟度は武器になる。 

授業内で触れていたおかげですぐに慣れることができた。 

 

＜航空宇宙工学科＞ 

・宇宙システム研究会で行ってきたサークル活動の経験があったことにより仕事に対する基礎知識が身につい

た状態で社会に出られたのでとても優位な状態で仕事をすることが出来ている。 

 

＜情報電子工学科＞ 

 

＜バイオサイエンス学科＞ 

・バイオサイエンス学科を卒業したが現在は工業系の職に就いているため、正直なところ大学での内容が学術

的に活かされているとは言えない。だが、4 年間を通しての専門的な内容への学びの経験は、工業系という

他の分野を学ぶ上でも取り組みやすさ、足がかりのようなものとして活きている。 

 

＜地域経済学科＞ 

・短期の留学にいったことや、地方自治論や行政組織の仕組みについて学んだことは現在の仕事に活かされて 

います。最近では社内で JICA関連の調査事業などにも関わっています。 

 ・金融業に勤めている為、簿記の授業での経験は非常に活かされています。 

 ・ゼミ活動（フィールドワーク） 科目（観光学 経済学 スポーツ経済学 農業経済学） 

・簿記の講義が現在の仕事の基礎として役に立ちました。 

まちづくり論は、面接の際に知識としてとても役に立ちました。 
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帝京大学宇都宮キャンパス卒業生アンケート（柔整）集計結果 

アンケート実施期間：2022年 8月 1日～8月 31日 

アンケート対象者：2019年 9月・2020年 3月卒業生（大学院修了生は除く） 

アンケート実施形式：卒業時保護者住所に案内発送、QR コード読取WEB回答（記名任意） 

アンケート発送数：51件（宛先不明戻り 1件） 

アンケート閲覧数：20件 

アンケート回答数：10件（回答率 20.0％：10件/50件）  

 

Q1 性別を選択してください。 

□男性（4名）  □女性（6名） 

 

Q2 所属学部学科を選択してください。 

□柔道整復学科（10名）  

 

Q3 現在の状況ついて教えてください。 

□卒業直後の就職先に継続して勤務している→問４へ（5名）  

□卒業直後の就職先とは別の組織に勤務している→問５へ（2名） 

□就職活動中→問７へ（1名）  

□その他（記述式）→問８へ（2名：業務委託とアルバイトを掛け持ちし、その後業務委託先に就職、学生）    

 

Q4 現在の勤務先に対して総合的にどのくらい満足していますか。その理由も教えてください。 

□満足（3名）  □やや満足（3名）  □どちらともいえない（1名）  □やや不満（2名）  □不満（1名） 

（満足）数多くの外傷を始め様々な疾患が診られる為。 

（満足）整形と整骨院どちらも勤務できるため治療にやりがいと責任感を感じることができる。 

それに伴って給与も業界の中ではかなり良い為。 

（満足）休みがある、残業がない。 

（やや満足）トレーナー活動をおこなえているため。 

（やや満足）終業時間が早い為満足しているが、給与の面で生活に苦しい。 

（やや満足）休みは少ないが給料は良い。 

（どちらともいえない）就職をしていないため 

（やや不満）言うこととやることが違うから。 

（やや不満）有給、賞与がない。 

 

Q5 問３で「卒業直後とは別の組織に勤務」と回答された方はその理由を教えてください（複数回答可） 

□給与（0名）    □人間関係（1名）    □やりがい（0名）    □休暇（1名）      

□労働時間（2名）   □職場環境（1名）   □仕事内容（0名）    □キャリアアップ（0名）  

□評価・人事制度（0名）   □健康上の問題（0名）    □その他（0名） 

 

 

 



Q6 差し支えなければ現在の勤務先を教えてください（記述式） 

・しいな整形外科クリニック    

・医療法人社団 揚心会 松岡整形外科 

・あおぞら鍼灸整骨院（2名） 

・秋田アール整骨院 

・株式会社栃木ブレックス 

 

Q7 在学中に受けた教育内容やサービスについて良かった点、また、現在の仕事に活かされている科目や専門

分野を教えてください（記述式） 

・スポーツ現場実習（AT課程）は総合的な学びがあった。 

インプットした知識をアウトプットする場でもあった。 

・トレーナー活動などの外部活動。包帯の巻き方、テーピング、アスレティックリハビリテーションなど。 

解剖学、運動学、柔道整復学、理論。 

・4年生の時に受けた生理学の講義 

・解剖学 

・接骨院実習 

・必修科目柔道整復学と解剖学 

 

Q8  在学中に受けていれば現在の仕事に役立っていたと思われる教育内容やサービス、科目や専門分野を教え

てください（記述式） 

・臨床現場に出る上で、評価の仕方、運動療法。レントゲンを確認して、どう整復すればいいか？ 

どのように固定するか？(教科書にとらわれない)考察する力。 

 ・栄養学、アスレティックトレーナーの履修科目 

 ・トレーナー課程 

 ・国試の勉強の理想的な進め方 

 ・医療用語 

・実技の実習 

 

Q9  最後に、国家試験に向けた後輩へのメッセージをお願いします（記述式） 

・大変なこともあるとは思いますが、スタート地点に立てるよう頑張って下さい。 

・自分の力を精一杯尽くして下さい。そして患者様、クライアントに信頼される柔道整復師を目指し励んで下

さい。 

・勉強大変かと思いますが頑張ってください。 

・やれば必ず合格します、卒業した後の臨床が 1番楽しいので頑張って下さい。 

・コロナに負けず頑張ってください。 

・必修科目は苦手科目にしないことが大事。最後はたくさん勉強をした自分に自信を持つこと！たまには息抜

きもしつつも勉強頑張ってください。 
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